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―――なぜ、職員手帳の作成をテーマにしたのですか？ 

■渡川：「入庁する方の多くが、必ずしも墨田区出身ではないので、新人として覚えなければいけないこ

とがたくさんあるのに、区のこともたくさん勉強しないといけない」、「少しでも早く、墨田区のことを

知ってもらい、好きになってもらいたい」という想いで、研究テーマに選びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報専門員コラム 第 79回 

  

区職員の自己啓発制度である「自主研究グループ助成」を活用して、「すみだの魅力発掘

自主研究会」の皆さんが作成していた「墨田区を好きになる職員手帳」がついに完成しま

した。職員手帳作成の目的や工夫した点など、グループメンバーである保健予防課の渡川

雅也さん、子ども施設課の津田菜希さん、職員課の中田智大さん、学務課の鎌倉麻衣さん

にお話を伺いました。 

                      広報専門員  山田 格 

             

 

「墨田区を好きになる 

職員手帳」完成！ 

 

すみだの魅力発掘自主研究会のメンバー 
  すみだの魅力発掘自主研究会のメンバー 
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―――まとめるにあたって、工夫した点は？ 

■津田：一番大切にしたのは、「自分たちが欲しかったものをつくろう」というコンセプトです。そのた

めに、どういうコンテンツにするか皆で自由にブレインストーミングをすることから始めました。そこ

でまずは、メンバー同士で議論して、付箋シールで整理し、全体構成や取り上げるテーマを絞り込んで

いきました。構成は、「区役所の仕事」と「区の知識」の２本柱にし、フロアマップ、区の基本情報、す

みだの歴史と産業、すみだの観光地、すみだのグルメなど１３のテーマに整理しました。 

 

―――記事づくりはどうやって進めたのですか？ 

■鎌倉：公式に原稿をお願いすると固い表現になってしまう懸念があったので、総勢２０名のメンバー

を班分けして、人づてに情報を集め、分担して原稿案を書き上げました。メンバー同士の報告・発表用パ

ワーポイントも製本時の仕上がりを意識して作成したので、冊子としてまとめる時にとてもスムーズで

した。写真もなるべく自分たちで撮りましたし、イラストや地図もメンバーの自作です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――何か参考にしたものはあったのですか？ 

■中田：以前に日野市役所が、「絶対に人に見せてはいけない職員手帳」を発行して話題になったことが

あり、自分たちでも作ってみたいなと考えていました。日野市の職員手帳は、職員手帳という体裁では

ありながら、むしろ職員以外の人たちに面白がってもらおうという意図を感じる内容でしたが、私たち

は新入職員の皆さんに焦点をあて、安心できるお守りみたいなものと思ってもらえるように、あると何

かと役に立つ内容とすることを大切にしました。 

 

 

  

（参考）https://www.city.hino.lg.jp/shisei/profile/gaiyo/shokuintecho.html 

日野市役所「絶対に人に見せてはいけない職員手帳」関連ページのリンク 

 

 

 

「すみだのグルメ」の表紙 ４階のフロア―紹介 

https://www.city.hino.lg.jp/shisei/profile/gaiyo/shokuintecho.html
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―――大変なエネルギーが要りますね。 

■津田：大変というより、「楽しかった！」です。例えば、「すみだのグルメ」ページ作成にあたっては、

班ごとに実際に食事をしての取材でした。まだ、コロナの心配もあったので、手指消毒やマスク会食を

するなど感染対策にも十分気を付けましたが、久し振りに複数で食事をできて嬉しかったですね。どの

ページづくりも、新入職員の皆さんにとって分かりやすく楽しく読み進めてもらえるように、皆でワイ

ワイ・ガヤガヤと意見を出し合って作りあげました。 

 

―――これだけ多岐にわたって整理するには、幅広い知識が必要になりますよね。 

■渡川：令和３年度からの２年間をかけて作成したのですが、最初の１年間はまずメンバーが区や区役

所のことをもっと知るための勉強期間に充てました。既存の冊子や資料を読み込んだり、学んだことの

発表会を催したりしました。また、民生委員など様々な活動をされている方々や区長に直接話を聞く機

会を設けたりしながら学びを深めていきました。本来ならば、町工場の見学やさらに多様な方々のお話

を聞く機会も持ちたかったのですが、コロナ禍でもあり、なかなか実現できなかったのが心残りです。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表会の様子 

区長講演会での集合写真 
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―――「自主研究グループ助成」制度について、 

教えてください。 

■中田：職員の自己啓発を促進する制度で、区政の推進に役立

つと認められた職員の自主的な研究グループ活動に対して助

成が受けられるものです。原則として、本区の職員による５人

以上のグループで構成されているなどの要件があります。活

動は、昼休みや終業後などを活用することになりますが、２年

間を限度に、講師料、教材費、会場費などの活動経費の補助が

受けられる嬉しい制度です。今までの活動事例としては、「墨

田区空き家問題対策研究会」、「墨田区メディア教育研究会」、

「墨田区法務研究部」などがあります。 

 

 

―――先日、「都政新報」の取材を受けたとのことですね。 

■鎌倉：７月１８日（火）に「都政新報」の取材を受けました。

本当はグループメンバー皆で取材を受けたかったのですが、

スペース等の関係上、私たち４人で代表してお話をさせてい

ただきました。８月４日（金）の新聞に掲載され、大きなスペ

ースを取って写真入りの丁寧な記事にしてもらい嬉しく思っ

ています。 

（記事参照）※都政新報社に転載許可をいただいています 

 

 

 

 

―――今回の活動で得たものは何でしょうか？ 

■津田：グループメンバーの年齢層は、ほとんど 20～30 歳

代ですが、所属部門も１６部門と多岐にわたっていました。

いろんな人とかかわりを持てたことが、宝物になっています

し、今後仕事をしていくうえでこの「人とのつながり」がき

っと役立つ違いないと感じています。 

 

 

 

 

 

墨田区の魅力を発信するためには、職員自身がすみだの良さを
理解して、愛着を持つことが不可欠です。 

 魅力を発掘しようと調べれば調べるほど奥深さや新たな発見が
あることもすみだの魅力です。この職員手帳をきっかけに、是非
みなさんもすみだの魅力を発掘して発信していきましょう。 

 

「墨田区を好きになる職員手帳」は 
こちらのデジタル行政資料室 で公開中 

http://MSMDLBVTA02.tnpf01.local/BizCab/ShowObj.asp?omid=1200000001810d028068ad160064e466c200000001OPUBLIC

